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	ポイント

	
	・ドレンアウトする液体の温度、圧力、性状（特に引火性、有毒性）を確認する。含油排水系へのドレンアウトは排水処理系の悪影響が無いことを確認してから行なう。

 （性状については排水処理設備の受入基準参照）

(1) 周囲の状況を確認した後開始する。ドリップへのドレンアウトの場合は関連ドリップ付近の点検をする。

(2) アルミ製バケツは表面に酸化皮膜を作り導通が低いので、可燃物のドレンアウト時は使用しない。

(2) 指定場所以外では使用前に導通を確認し、断線のないものを使用する。

(3)(4) 風上から操作する事。

(3)(4) 流体の飛散防止処置をとる。

(4) 液が抜けた後にガスが噴出する恐れがあるので注意する事。

	



































ボンディングケーブルは、塗料が付着しない部分等で確実に導通できる箇所にクリップで止めること





受缶





液体の排出が終わったらドレンバルブを閉める





ドレンバルブを少し開け、液体が出て詰まりの無い事を確認する





開 始          





受缶をセットし、可燃物の場合はボンディングケーブルを付ける





キャップを取外す
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脱液をする
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キャップを取付ける


（基－５）





終 了





ボンディングケーブルを外し受缶を外す
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ドリップへの


ドレンアウト





ドリップへの


ドレンアウト





受缶への
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VESSEL





配管








